
職務経歴書

×××× 年 × 月 × 日　現在
氏名 ：○○　○○○

◆19×× 年 4 月～現在　　○○銀行

　　19×× 年 4 月～ 19×× 年 9 月　　神田支店 ・ 柏支店配属
 ・ 当座、 普通、 定期などの預金業務事務を担当
 ・ 法人向け融資業務に加え、 住宅ローン等の個人ローンも担当
 ・ 新規取引先の開拓、 及び既存取引先への取引深化営業

　　19×× 年 10 月～ 19×× 年 6 月　　新橋支店配属
　　 ・ 係長から支店長代理までを務める
　　 ・○○グループ石炭会社の存続をかけた、 経営多角化の支援にあたる
 ・ 主な実績
 　○○○株式会社
    石炭政策終了後の企業存続、 及び円滑な閉山に向けた経営支援　   
　　　　　　　　　　 を担当。
    具体的には、 不動産案件の開発、 M&A、 アメリカの石炭鉱山への
　　　　　　　　　　 調査 ・ 投資等の支援にあたる。

　　19×× 年 7 月～ 19×× 年 3 月　　審査第三部配属　調査役
 ・○○グループを代表する上場企業の実態分析、 事業再生及び法的 
   な整理にあたる
 ・ 主な実績
 　○○建設株式会社
  1997 年以降、 1 年間に及ぶ実態分析の後、 債権放棄を軸とした　
　　　　　　　　　　 支援業務。
 　株式会社○○○
  ゴルフ場投資損失にかかる売却業務。
 　○○株式会社
  実態分析の結果、 再生困難と判断し、 会社更生法の申し立てを行う。

　　19×× 年 4 月～ 20×× 年 9 月　　千葉法人部配属　部長代理
 ・ 地場上場法人から中堅法人との取引推進
 ・ 主な実績
 　○○○○興業株式会社
  アメリカ駐在員事務所の設置支援に加え、 ブラジル ・ メキシコ進出
　　　　　　　　　   の支援を行う。
 　○○運輸株式会社
  港湾運送業のコスト構造に着目、 作業請負会社の設立及び営業譲
　　　　　　　　　　 渡によるコスト削減を実施。
  　株式会社○○ホテル
  老舗ホテルの事業再生支援に携わる。 具体的には、 経営権の所



  在が明確でなく長期低迷していた、○○○グループ出資の老舗ホテ
　　　　　　　　　　 ルで、 出資 ・ 経営権に固執するとなく外資との提携による再生支援
　　　　　　　　　　 を行なう。

◆20×× 年 10 月～現在　　審査第四部配属　部長代理
 ・ 上場企業から中堅法人の企業再生、 事業再編業務に従事
 ・ 主な実績 
 　株式会社○○産業
  産業再生機構との協働による事業再生を、 メインバンクとして支援。
　　　　　　　　　　 現在、 再生計画も順調に進んでおり、 2006 年 IPO を予定。
 　株式会社○○○○
  2006 年 9 月決算開示のタイミングでクロージングをすることを目指し、
　　　　　　　　　　 現在事業再生プランを策定中。
 　有限会社○○
  不動産のターンアラウンドを行い、 キャッシュフローの囲い込みによ
　　　　　　　　　　 り破綻懸念債権を正常債権化し、 引当金戻し益 9 億円を実現。
資格
19×× 年　　　  日商簿記検定 2 級
19×× 年　　　  日本ファイナンシャルプランナーズ協会 （ＡＦＰ）
19×× 年　　　　証券アナリスト資格

　　以上


